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拡
大
す
る 

都
市
部

都
市
化
が
さ
ら
に
進
む
こ
と
で
、
十

分
な
住
居
空
間
が
確
保
で
き
な
い
、
貧

富
の
格
差
拡
大
、
公
衆
衛
生
の
悪
化
や

高
齢
化
に
よ
る
福
祉
環
境
の
未
整
備
等
、

課
題
が
よ
り
鮮
明
に
な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
複
雑
化
す
る
問
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
住
民
層
が

連
携
し
、
地
域
の
課
題
解
決
学
習
の
場

の
提
供
や
、
そ
れ
を
通
じ
て
能
力
向
上

を
目
指
し
た
継
続
的
な
取
組
み
が
重
要

で
す
。 開

発
途
上
地
域
の
農
村
部
で
は
、
主
に
農
畜
林
水
産
業
の
生
産
に
よ
り
住
民
の
暮

ら
し
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
彼
ら
は
経
済
的
に
は
決
し
て
恵
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
収
入
の
多
い
仕
事
を
求
め
て
、
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
続
く
こ
と
が
予

測
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
部
で
の
環
境
問
題
の
一つ
で
あ
る

適
切
な
廃
棄
物
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

特
定
の
関
係
者
だ
け
で
進
め
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
貧
困
者
や
社
会
的
脆
弱
者
（
高
齢
者
、
障
が
い

者
、
女
性
、
子
ど
も
）
を
も
巻
込
ん
だ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
を
提
供
し
、
社
会
的
包
摂
を
意
識
し
た
上
で

の
地
域
力
を
高
め
る
取
組
み
が
必
要
で
す
。ま
た
、

多
く
の
開
発
途
上
地
域
で
は
、
日
本
同
様
に
高

齢
化
社
会
の
到
来
が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
福

祉
・
保
健
・
医
療
等
の
高
齢
者
の
視
点
に
配
慮

し
た
地
域
社
会
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

農
畜
林
水
産
物
の
生
産
（
第
一
次
産

業
）、
加
工
（
第
二
次
産
業
）、
流
通
・
販

売
（
第
三
次
産
業
）
が
連
携
し
た
六
次
産
業
化

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
主
体
性
を
持
ち

な
が
ら
協
働
し
、
地
域
特
産
品
の
商
品
化
や

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
多
角
的
な
視
点
に
立
っ

た
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
農
村
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
や
若
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

配
慮
し
た
上
で
、
医
福
食
農
連
携
（
※
1
）
や

若
者
の
都
市
農
村
交
流
等
が
農
村
振
興
を

図
っ
て
い
く
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

拡大する都市と 
疲弊する農村部での 
地域づくりの展望

　　ワークシート

日本では、大都市への人口集中を緩和し地方の人口減少をくいとめ、日本
全体の活性化を促していく「地方創生」という言葉を耳にするかと思います。
私たちが、日本の地方をどのように応援していけば良いか、下記ウエブサイト
等を参考に考えてみて下さい。様々な地方創生の事例が掲載され、今後、私
たちの暮らし方を考える上でとても参考になります。

地方創生の例 ) ふるさと納税、農村交流ツアー参加・・・

内閣官房・内閣府 総合サイト  
まち・ひと・しごとみんなで育てる地域のチカラ 地方創生 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/sousei/　

都市部の住民参加型廃棄物管理
ワークショップ（ベトナム）

稲作 ( バングラデシュ )

※ 1: 医福食農連携とは、機能性食品や介護食品の開発・普及、薬用作物の
国内生産拡大。障害者の就労支援など、医療・福祉分野と食料・農業分野と
の連携の取組を指します。（農林水産省ホームページより : http://www.maff.
go.jp/j/keikaku/ifukushokunou.html）

疲
弊
す
る 

農
村
部

今
後
、
収
入
の
多
い
仕
事
や
、
快
適

な
生
活
環
境
を
求
め
て
、
住
民
の
都
市

部
へ
の
流
出
が
加
速
化
し
、
農
村
部
で

の
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手
不
足
や

耕
作
放
棄
地
、
荒
廃
地
増
加
に
つ
な
が

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
農
畜
林
水
産
業
が
衰
退
し
、
農
村

部
が
疲
弊
し
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

持
続
的
な
農
村
地
域
の
活
性
化
を
進

め
る
た
め
に
は
、
個
々
人
の
利
益
を
追

求
す
る
だ
け
で
な
く
、
住
民
た
ち
が
一
丸

と
な
っ
て
地
域
の
価
値
を
再
考
・
発
掘

し
て
、適
切
な
地
域
資
源
管
理
の
下
、人・

も
の
・
お
金
・
情
報
が
各
村
落
の
社
会

経
済
の
中
で
循
環
す
る
仕
組
み
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
よ
う
に
途
上
国
に
お
け
る
農
村

部
で
の
地
域
づ
く
り
は
、
農
村
関
係
者

が
協
働
し
て
、
地
域
の
持
つ
固
有
の
伝

統
・
文
化
・
自
然
等
に
関
す
る
価
値
を

発
掘
・
創
造
し
て
い
く

「
農
村
協
働
型
の
価
値
創

出
地
域
づ
く
り
」
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

日
本
で
の
取
り
組
み

日
本
の
各
地
域
で
も
、
商
店
街
再

生
や
農
工
商
連
携
に
よ
る
様
々
な
取

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
づ

く
り
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
と
し
て
次

の
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

・
マ
ル
チ
ス
テ
イ
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
連
携

・
地
域
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
調
整
役
の
育
成

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
研
修
を
通
じ
た

能
力
向
上

・
都
市
と
農
村
の
交
流

・
地
域
の
価
値
を
見
い
だ
し
た

商
品
開
発
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

日
本
で
の
地
域
お
こ
し
の
経
験
・

教
訓
が
、
今
後
の
開
発
途
上
国
の
地

域
づ
く
り
に
活
か
す
こ
と
の
で
き
る
、

多
く
の
示
唆
を
含
ん
で
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
諸

国
が
相
互
協
力
し
て
、
国
連
の
定
め

る
S
D
G
s
の
視
点
を
と
り
い
れ
な

が
ら
、
都
市
と
農
村
部
で
の
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

住
み
や
す
く
居
心
地
の
良
い
ア
メ
ニ

テ
ィ
空
間
を
、
都
市
部
で
形
成
し
て
い

く
た
め
に
は
、行
政
、企
業
、教
育
機
関
、

社
会
的
弱
者
も
含
め
た
市
民
等
が
相
互

学
習
を
通
じ
、
地
域
を
支
え
る
自
治
組

織
を
形
成
す
る
。
ま
た
、コ
ー
ディ
ネ
ー

タ
ー
を
養
成
し
、「
都
市
の
社
会
的
包

摂
・
社
会
参
加
促
進
に
よ
る
地
域
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

例えば！

例えば！

課題
住居空間の不足、
貧富の格差拡大、公
衆衛生の悪化や社会
的弱者の増大

課題
経済的貧困、少子
高齢化による農畜林
水産業の担い手不足、
耕作放棄地・荒廃
地の増加等

都市の 
社会的包摂・社会参加促進 

による地域づくり

解決アプローチ : 
地域での継続的な課題発
掘・解決型学習等による
都市環境の改善

解決アプローチ : 
地域固有の伝統・文化・
自然等の価値を活かした
六次産業化、医福食農連
携、都市農村交流等の導
入による農村活性化

今後の開
（ ア ジ ア ）
発途上地域における 
地域づくり

農村協働型の 
価値創出地域づくり

都市部 農村部

人・組織づくり+ 関係者 
の連携
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